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（単位：百万円）
金　　　額 金　　　額

（資産の部） （負債の部）

5,116 31,008

現 金 2 支 払 備 金 7,021

預 貯 金 5,114 責 任 準 備 金 23,986

660 13,612

39,632 共 同 保 険 借 380

地 方 債 6,400 再 保 険 借 599

社 債 29,009 外 国 再 保 険 借 6,049

株 式 1,628 未 払 法 人 税 等 677

外 国 証 券 2,594 預 り 金 149

1,102 未 払 金 2,620

建 物 459 仮 受 金 2,194

リ ー ス 資 産 582 リ ー ス 債 務 601

その他の有形固定資産 60 資 産 除 去 債 務 338

1,916 845

ソ フ ト ウ ェ ア 1,916 136

その他の無形固定資産 0 147

7,616 25

未 収 保 険 料 2 25

代 理 店 貸 1,552

共 同 保 険 貸 73 負債の部合計 45,775

再 保 険 貸 544 （純資産の部）

外 国 再 保 険 貸 2,350 5,000

未 収 金 1,727 1,250

未 収 収 益 37 1,250

預 託 金 529 6,287

仮 払 金 793 2,954

そ の 他 の 資 産 4 3,333

2,886 繰 越 利 益 剰 余 金 3,333

△ 8 12,537

610

610

純資産の部合計 13,147

資産の部合計 58,922 負債及び純資産の部合計 58,922

貸 倒 引 当 金 株 主 資 本 合 計

その他有価証券評価差額金

評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計

資 本 剰 余 金

資 本 準 備 金

利 益 剰 余 金

利 益 準 備 金

そ の 他 利 益 剰 余 金

繰 延 税 金 資 産

資 本 金

コ － ル ・ ロ － ン そ の 他 負 債

有 価 証 券

有 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産 退 職 給 付 引 当 金

役 員 退 職 慰 労 引 当 金

賞 与 引 当 金

そ の 他 資 産 特 別 法 上 の 準 備 金

価 格 変 動 準 備 金

貸 借 対 照 表

2023年度 (2024年3月31日現在)

科       目 科       目

現 金 及 び 預 貯 金 保 険 契 約 準 備 金

Chubb損害保険株式会社



貸 借 対 照 表 ( 2023年度  )　の注記

1 有価証券の評価基準および評価方法は次のとおりであります。

(1) 子会社株式の評価は、移動平均法に基づく原価法により行っております。

(2) その他有価証券（市場価格のない株式等を除く）の評価は、時価法により行っております。

なお、評価差額は全部純資産直入法により処理し、また売却原価の算定は移動平均法に基づいております。

(3) その他有価証券のうち、市場価格のない株式等の評価は、移動平均法に基づく原価法により行っております。

2 減価償却資産の減価償却の方法は次のとおりであります。

(1) 有形固定資産（リース資産を除く）

有形固定資産（リース資産を除く）の減価償却の方法は定率法により行なっております。ただし2016年4月1日以降取得

した建物付属設備および構築物（建物を除く）については定額法により行っております。

(2) 無形固定資産（リース資産を除く）

無形固定資産（リース資産を除く）に計上している自社利用のソフトウェアの減価償却の方法は、利用可能期間に基づく

定額法により行っております。

(3) リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る「有形固定資産」および「無形固定資産」中のリース資産の減価償却は

リース期間を耐用年数とした定額法によっております。残存価額についてはリース契約上に残価保証があるものは当該残

価保証額とし、それ以外のものは零としております。

3 外貨建の資産および負債の本邦通貨への換算は、外貨建取引等会計処理基準に準拠して行っております。

4 貸倒引当金は、当社の定める資産査定および償却・引当基準に則り、個別資産毎に回収可能性又は価値の毀損状態を査定し、

回収可能性に重大な懸念があると判断した金額又は重大な価値の毀損が生じていると判断した金額を計上しております。

破産、特別清算、手形交換所における取引停止処分等、法的・形式的に経営破綻の事実が発生している債務者に対する債権

および実質的に経営破綻に陥っている債務者に対する債権については、債権額から担保の処分可能見込額および保証による

回収が可能と認められる額等を控除し、その残額を引き当てております。

今後、経営破綻に陥る可能性が大きいと認められる債務者に対する債権については、債権額から担保の処分可能見込額および

保証による回収が可能と認められる額を控除し、その残額のうち、債務者の支払能力を総合的に判断して必要と認められる額

を引き当てております。また、上記以外の債権については過去の一定期間における貸倒実績等から算出した貸倒実績率を債権

額に乗じた額を計上しております。全ての債権は、資産査定および償却・引当処理規程に基づき、管轄部署が資産査定および

償却・引当を実施し、当該部署から独立した監査部が査定結果および償却・引当状況を監査しております。

5 退職給付引当金は従業員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務の見込額に基づき計上しております。過去勤

務費用はその発生時の従業員の平均残存勤務期間による定額法により費用処理しております。数理計算上の差異はその発生時

の従業員の平均残存勤務期間による定額法により翌期から費用処理しております。

6 退職給付に係る未認識数理計算上の差異および未認識過去勤務費用の会計処理の方法は、連結計算書類におけるこれらの会計

処理の方法と異なっております。

7 役員退職慰労引当金は役員の退職慰労金の支給に備えるため、当社内規に基づく期末要支給見積額を計上しております。

8 賞与引当金は、従業員および役員の賞与に充てるため、支給見込額を基準に計上しております。

9 価格変動準備金は株式等の価格変動による損失に備えるため、保険業法第115条の規定に基づき計上しております。

10 消費税等の会計処理は税抜方式によっております。ただし、損害調査費、営業費及び一般管理費等の費用は税込方式によって

おります。なお、資産に係る控除対象外消費税等は仮払金に計上し、5年間で均等償却を行っております。

11 貸借対照表に計上した有形固定資産のほか事務機器および乗用車の一部については所有権移転外ファイナンス・リース契約に

より使用しております。

12 有形固定資産の減価償却累計額は 1,263百万円であります。

13 関係会社に対する金銭債権総額は86百万円、金銭債務総額は332百万円であります。

14 関係会社株式の額は280百万円であります。

15 繰延税金資産の総額は3,122百万円、繰延税金負債の総額は236百万円であります。また、繰延税金資産から

評価性引当金額として控除した額は173百万円であります。繰延税金資産の主な発生原因別の内訳は、

責任準備金2,303百万円、退職給付引当金236百万円であります。

16 支払備金は、当期末において支払義務が発生したもの、または、まだ支払事由の発生の報告を受けていないものの支払事由が

既に発生したと認められるもののうち、それぞれ保険金等（保険金、返戻金およびその他の給付金）の支出として計上してい

ないものについて、保険業法第117条、同施行規則第72条および第73条に基づき計上しております。

支払備金は、既発生既報告の支払備金（保険契約に基づいて支払義務が発生した保険金等のうち、まだ支払っていない金額。

以下、普通支払備金）と、既発生未報告の支払備金（まだ支払事由の発生の報告を受けていないが保険契約に規定する支払事

由が既に発生したと認められる保険金等。以下、IBNR備金）から構成されます。

なお、再保険契約に基づき、再保険者から回収可能と認められる金額は支払備金より控除しております。
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17 財政状態又は経営成績に対して重大な影響を与え得る会計上の見積りを含む項目は支払備金であります。

(1)  当事業年度の計算書類に計上した金額

（単位：百万円）

支払備金 7,021

　普通支払備金 5,078

　IBNR備金 1,942

(2) 会計上の見積りの内容について計算書類利用者の理解に資するその他の情報

① 算出方法

普通支払備金に関しては、支払義務が発生した保険契約に関して、期末日時点で利用可能な情報に基づき、損害査定等の方法

により将来の支払額を見積り計上しています。IBNR備金に関しては、支払義務が発生したと認められるが、未報告の保険契約

について、その最終損害額を主に統計的見積法により算出し、将来の支払額を見積り計上しています。

② 主要な仮定

普通支払備金は、保険契約の補償内容と損害査定の結果をもとに将来の支払額を見積っています。損害査定においては、過去

の支払実績の傾向や、法改正や過去の裁判例、経済環境および社会情勢の変化に伴う医療費用、車両や家財の修繕コスト、人

件費の変化等が影響を及ぼす可能性も考慮しています。IBNR備金は、予想損害率、保険金等進展率等の主要な仮定を使用して、

将来の支払額を見積り計上しています。

③ 翌事業年度の計算書類に与える影響

各事象の将来における状況変化等により保険金等の支払額や支払備金の計上額が当初の見積額から変動する可能性があります。

特に、賠償責任保険等の保険種目は、事故発生から保険金支払までの期間が長期間にわたり、期末日時点においては利用可能

でない情報も多いことから、不確実性の程度が高くなります。

一方、車両保険や家財保険等の保険種目は保険事由の発生から保険金等の支払までの期間が比較的短いこと等から、不確実性

の程度は低くなります。

18 責任準備金は、当事業年度末時点において保険契約上の責任が開始している契約について、保険契約に基づく将来における債

務の履行に備えるため、保険業法第116条第1項および保険業法施行規則第70条に基づき、保険料および責任準備金の算出方法書

（保険業法第4条第2項第4号）に記載された方法に従って計算し、積み立てております。

責任準備金のうち、普通責任準備金については、保険業法第116条第1項および保険業法施行規則第70条第1項第1号に基づき積

み立てております。

責任準備金のうち、異常危険準備金については、保険業法第116条第1項および保険業法施行規則第70条第1項第2号に基づき、

異常災害による損害のてん補に充てるため、将来発生が見込まれる危険に備えて積み立てております。

なお、保険業法施行規則第71条に基づき、再保険を付した部分に相当する責任準備金については積み立てておりません。

19 当期末における支払備金および責任準備金の内訳は次のとおりであります。

 (1) 支払備金

　 支払備金（出再支払備金控除前、（ロ）に掲げる保険を除く）               19,264 百万円

　 同上にかかる出再支払備金 12,420 百万円

　差　　引  （イ） 6,844 百万円

　 地震保険および自動車損害賠償責任保険にかかる支払備金（ロ）                177 百万円

　　　計　（イ＋ロ） 7,021 百万円

 (2) 責任準備金

　 普通責任準備金（出再責任準備金控除前） 37,248 百万円

　 同上にかかる出再責任準備金 24,796 百万円

　差　　引  （イ） 12,452 百万円

その他の責任準備金　（ロ） 11,534 百万円

　　　計　（イ＋ロ） 23,986 百万円

20 賞与引当金には役員分43百万円が含まれております。

21 １株当たりの純資産額は80,660円32銭であります。

算定上の基礎である純資産の部の合計額は13,147百万円、普通株式に係る期末の純資産額は13,147百万円、

1株当たりの純資産の算定に用いられた期末の普通株式数は163千株であります。なお、純資産の部の

合計額から控除する金額はありません。

Chubb損害保険株式会社



22 退職給付に関する事項は次のとおりであります。

 (1) 採用している退職給付制度の概要

当社は、従業員の退職給付に充てるため、非積立型の確定給付制度および確定拠出制度を採用しております。

 (2) 退職給付債務の期首残高と期末残高の調整表

期首における退職給付債務 △841 百万円

勤務費用 △0 百万円

利息費用 △10 百万円

数理計算上の差異の当期発生額 0 百万円

退職給付の支払額 104 百万円

期末における退職給付債務 △747 百万円

 (3) 退職給付債務およびその内訳

退職給付債務 △747 百万円

年金資産 - 百万円

未積立退職給付債務 △747 百万円

会計基準変更時差異の未処理額 - 百万円

未認識数理計算上の差異 △22 百万円

未認識過去勤務費用 △74 百万円

貸借対照表計上額 △845 百万円

前払年金費用 － 百万円
退職給付引当金 △845 百万円

 (4) 退職給付債務等の計算基礎
退職給付見込額の期間配分方法
割引率 1.33 ％
数理計算上の差異の処理年数 発生時の従業員の平均残存勤務期間による定額法

により、翌期から費用処理しております。
過去勤務費用の処理年数 発生時の従業員の平均残存勤務期間による定額法

により費用処理しております。

23 金額は記載単位未満を切り捨てて表示しております。

期間定額基準
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2023年4月1日から

2023年度     損益計算書

2024年3月31日まで

（単位：百万円）

金　　　額
29,329
28,870
27,600

53
1,193

22
162
94
0

121
△53
296
296

24,614
11,431
8,747
1,325
1,190

165
2
0
0

13,159
24
20
2
1

4,714
21
13
8
8

4,693
1,070

443
1,514
3,178

法 人 税 及 び 住 民 税
法 人 税 等 調 整 額

法 人 税 等 合 計
当 期 純 利 益

税 引 前 当 期 純 利 益

特 別 損 失
固 定 資 産 処 分 損
特 別 法 上 の 準 備 金 繰 入 額

価 格 変 動 準 備 金

そ の 他 経 常 費 用
支 払 利 息
貸 倒 引 当 金 繰 入 額
そ の 他 の 経 常 費 用

経 常 利 益

営 業 費 及 び 一 般 管 理 費

そ の 他 保 険 引 受 費 用
資 産 運 用 費 用

有 価 証 券 売 却 損

そ の 他 の 経 常 収 益
経 常 費 用

保 険 引 受 費 用
正 味 支 払 保 険 金
損 害 調 査 費
諸 手 数 料 及 び 集 金 費
支 払 備 金 繰 入 額

有 価 証 券 売 却 益
為 替 差 益
積 立 保 険 料 等 運 用 益 振 替

そ の 他 経 常 収 益

利 息 及 び 配 当 金 収 入

科　　　　　　　　　目
経 常 収 益

保 険 引 受 収 益
正 味 収 入 保 険 料
積 立 保 険 料 等 運 用 益
責 任 準 備 金 戻 入 額
為 替 差 益

資 産 運 用 収 益

Chubb損害保険株式会社



損益計算書（ 2023年度 ）の注記

1 正味収入保険料は、収入保険料から支払再保険料を控除して算定しております。
収入保険料のうち、元受保険料については主として決算締め切り日までに入金報告書および申込書その他保険料計上
に必要な書類が到着し、かつ保険始期月が到来している契約について保険料を計上しており、受再保険料については、
再保険契約に基づき、主として勘定書その他再保険料計上に必要な書類が到着し、かつ再保険始期月が到来している
契約について保険料を計上しております。
支払再保険料については、再保険契約に基づき、再保険者に対して出再したと認められる保険料を計上しております。

正味支払保険金は、支払保険金から回収再保険金を控除して算定しております。
支払保険金のうち、元受保険金については、主として、保険約款に基づく支払事由が発生し、期末日までに損害填補
金等として支払った金額を計上しており、受再保険金については、再保険契約に基づき、主として勘定書が到来した
時点で保険金を計上しております。
回収再保険金については、再保険契約に基づき、再保険者から回収できると認められる保険金を計上しております。

2 関係会社との取引による収益総額は1,119百万円であり、費用総額は1,884百万円であります。

3 (1) 正味収入保険料の内訳は次のとおりであります。
収入保険料 78,753 百万円
支払再保険料 51,152 百万円

差　引 27,600 百万円

(2) 正味支払保険金の内訳は次のとおりであります。
支払保険金 21,051 百万円
回収再保険金 12,304 百万円

差　引 8,747 百万円

(3) 諸手数料及び集金費の内訳は次のとおりであります。
支払諸手数料及び集金費 20,830 百万円
出再保険手数料 19,640 百万円

差　引 1,190 百万円

(4) 支払備金繰入額（△は支払備金戻入額）の内訳は次のとおりであります。

577 百万円

　同上にかかる出再支払備金繰入額 381 百万円
差　引　（イ） 195 百万円

△29 百万円

計　（イ＋ロ） 165 百万円

(5) 責任準備金繰入額（△は責任準備金戻入額）の内訳は次のとおりであります。
770 百万円

　同上にかかる出再責任準備金繰入額 98 百万円
差　引　（イ） 671 百万円

△1,865 百万円
計　（イ＋ロ） △1,193 百万円

(6) 利息及び配当金収入の内訳は次のとおりであります。
預貯金利息 14 百万円
コールローン利息 0 百万円
有価証券利息・配当金 79 百万円

計 94 百万円

4 １株当たりの当期純利益は19,502円51銭であります。
算定上の基礎である当期純利益は3,178百万円、普通株式に係る当期純利益は3,178百万円、
普通株式の期中平均株式数は163千株であります。

5 退職給付関係
損害調査費並びに営業費及び一般管理費として計上した退職給付費用は166百万円であり、
その内訳は次のとおりであります。その他は確定拠出年金への掛金支払額です。

勤務費用 0 百万円
利息費用 10 百万円
期待運用収益 - 百万円
会計基準変更時差異の費用処理額 - 百万円
数理計算上の差異の費用処理額 27 百万円
過去勤務債務の費用処理額 △81 百万円
確定給付制度に係る退職給付費用 △43 百万円
その他 210 百万円

計 166 百万円

　支払備金繰入額（出再支払備金控除前、
（ロ）に掲げる保険を除く）

　地震保険および自動車損害賠償責任保険にかかる
　支払備金繰入額　（ロ）

　普通責任準備金繰入額（出再責任準備金控除前）

　その他の責任準備金繰入額　（ロ）

Chubb損害保険株式会社



6 関連当事者との重要な取引は下記の通りであります。
（単位：百万円）

属性
会社等の名

称
議決権等の所有
（被所有）割合

関連当事者との関係 取引の内容

出再保険料 37,082 外国再保険貸 1,575

出再手数料 16,776 外国再保険借 2,376

出再保険金 10,713

（取引条件および取引条件の決定方針）
　（注）価格その他の取引条件は、再保険市場実勢を勘案して当社が希望条件を提示し、交渉の上で決定しております。

7 金額は単位未満を切り捨てて表示しております。

関係会
社の子
会社

Chubb 
Tempest 

Reinsurance 
Ltd.

　なし 再保険取引先
再保険取引

　　　（注）

期末残高取引金額 

Chubb損害保険株式会社



2023年4月1日 から
2024年3月31日 まで

（単位：百万円）

その他利益剰余金

繰越利益剰余金

当期首残高 5,000 1,250 1,250 2,444 3,214 5,658 11,908 422 422 12,331

当期純利益 3,178 3,178 3,178 3,178

剰余金の配当 △ 2,550 △ 2,550 △ 2,550 △ 2,550

剰余金の配当に伴う利益準備金の積立て 510 △ 510

株主資本以外の項目の当期変動額(純額) 187 187 187

510 118 628 628 187 187 816

5,000 1,250 1,250 2,954 3,333 6,287 12,537 610 610 13,147

(注）
1　金額は単位未満を切り捨てて表示しております。
2　発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

発行済株式 普通株式 合計
当期首株式数（千株） 163 163

当期増加株式数（千株） - -

当期減少株式数（千株） - -

当期末株式数（千株） 163 163
　　自己株式については、該当事項はありません。

当期変動額

当期変動額合計

当期末残高

その他有価証券
評価差額金

評価・換算
差額等合計資本準備金 資本剰余金合計 利益準備金 利益剰余金合計

2023年度 株主資本等変動計算書

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計

Chubb損害保険株式会社



単体ソルベンシー・マージン比率
(単位：百万円)

年   度　

項    目

単 体 ソ ル ベ ン シ ー ・ マ ー ジ ン 総 額 （A) 24,278 23,348

資本金又は基金等 11,908 12,537

価格変動準備金 17 25

危険準備金 12 12

異常危険準備金 11,805 10,004

一般貸倒引当金 6 6

その他有価証券評価差額金および繰延
ヘッジ損益の合計額（税効果控除前）

527 761

土地含み損益 - -

払戻積立金超過額 - -

負債性資本調達手段等 - -

- -

意図的保有による控除額 - -

その他 - -

単 体 リ ス ク の 合 計 額

（ R1+R2 ） 2 + (R3+R4)
2 + R5 + R6

（一般保険リスク  Ｒ1 ) ＊１ 2,952 3,170

（第三分野保険の保険リスク  Ｒ2 ) ＊１ 0 0

（予定利率リスク  Ｒ3 ） ＊２ 2 2

（資産運用リスク  Ｒ4 ） ＊３ 1,516 1,503

（経営管理リスク  Ｒ5 ） ＊４ 108 112

（巨大災害リスク  Ｒ6 ） ＊５ 962 965

単体ソルベンシー・マージン比率

C=[ （A)/{(B)×1/2} ]×100

(注）

　　「単体ソルベンシー・マージン比率」は、保険業法施行規則第86条（単体ソルベンシー・マージン）および第87条（単体リスク）ならびに

1996年大蔵省告示第50号の規定に基づいて算出しております。

◆単体ソルベンシー・マージン比率

・ 損害保険会社は、保険事故発生の際の保険金支払いや積立型保険の満期返戻金支払い等に備えて準備金を積み立てて

いますが、巨大災害の発生や、損害保険会社が保有する資産の大幅な価格下落等、通常の予測を超える危険が発生

した場合でも、十分な支払い能力を保持しておく必要があります。

・  こうした「通常の予測を超える危険」を示す「単体リスクの合計額」（上表の（Ｂ））に対する「損害保険会社が保有している資本金・

準備金等の支払余力」（すなわち単体ソルベンシー・マージン総額：上表の（Ａ））の割合を示す指標として、保険業法等に

基づき計算されたものが、「単体ソルベンシー・マージン比率」（上表の（Ｃ））です。

・ 「通常の予測を超える危険」とは、次に示す各種の危険の総額をいいます。

＊１  保険引受上の危険：

　(一般保険リスク、
　　第三分野保険の保険リスク）

＊２  予定利率上の危険： 積立型保険について、実際の運用利回りが保険料算出時に予定した利回りを下回る

　（予定利率リスク） ことにより発生し得る危険

＊３ 資産運用上の危険： 保有する有価証券等の資産の価格が通常の予測を超えて変動することにより発生

　（資産運用リスク） し得る危険等

＊４  経営管理上の危険： 業務の運営上通常の予測を超えて発生し得る危険で上記＊１～＊３および

　（経営管理リスク） ＊５以外のもの

＊５  巨大災害に係る危険： 通常の予測を超える巨大災害(関東大震災や伊勢湾台風相当）により発生し得る危険

　（巨大災害リスク）

（C) 1105.6% 1017.5%

保険事故の発生率等が通常の予測を超えること
により発生し得る危険
（巨大災害に係る危険を除く）

2022年度 2023年度

払戻積立金超過額および負債性資本調達手段
等のうち、マージンに算入されない額

（B) 4,391 4,589

Chubb損害保険株式会社



・ 「損害保険会社が保有している資本金・準備金等の支払い余力」（単体ソルベンシー・マージン総額）とは、損害保険会社の純資産（社外流出

　予定額等を除く）、諸準備金（価格変動準備金・異常危険準備金等）、土地の含み益の一部等の総額です。

・ 単体ソルベンシー・マージン比率は、行政当局が保険会社を監督する際に、経営の健全性を判断するために活用する客観的な指標

のひとつですが、その数値が２００％以上であれば「保険金等の支払能力の充実の状況が適当である」とされています。

Chubb損害保険株式会社



（単位：百万円）

金　　　額 金　　　額

（資産の部） （負債の部）

5,982 31,246

660 7,037

39,352 24,208

1,112 13,638

459 6,049

591 7,588

61 790

1,916 136

1,916 149

0 25

7,533 25

2,878

△ 9

負債の部合計 45,986

（純資産の部）

5,000

1,250

6,509

12,759

610

70

680

純資産の部合計 13,439

資産の部合計 59,426 負債及び純資産の部合計 59,426

その他有価証券評価差額金

退職給付に係る調整累計額

その他の包括利益累計額合計

資 本 金

資 本 剰 余 金

利 益 剰 余 金

株 主 資 本 合 計

そ の 他 資 産 価 格 変 動 準 備 金

繰 延 税 金 資 産

貸 倒 引 当 金

無 形 固 定 資 産 役 員 退 職 慰 労 引 当 金

ソ フ ト ウ ェ ア 賞 与 引 当 金

その他の無形固定資産 特 別 法 上 の 準 備 金

建 物 外 国 再 保 険 借

リ ー ス 資 産 そ の 他 の 負 債

その他の有形固定資産 退 職 給 付 に 係 る 負 債

コ － ル ロ － ン 支 払 備 金

有 価 証 券 責 任 準 備 金 等

有 形 固 定 資 産 そ の 他 負 債

連 結 貸 借 対 照 表

2023年度 (2024年3月31日現在)

科       目 科       目

現 金 及 び 預 貯 金 保 険 契 約 準 備 金

Chubb損害保険株式会社



2023年4月1日から

2023年度     　　　　連結損益計算書

2024年3月31日まで

（単位：百万円）

金　　　額

29,488

29,024

27,752

53

1,195

22

162

94

0

121

△53

301

24,767

11,297

8,781

1,353

997

163

2

0

0

13,444

24

21

1

1

4,721

21

13

8

8

4,699

1,074

443

1,517

3,181

          －

3,181

非 支 配 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益

法 人 税 及 び 住 民 税 等

法 人 税 等 調 整 額

法 人 税 等 合 計

当 期 純 利 益

特 別 損 失

固 定 資 産 処 分 損

特 別 法 上 の 準 備 金 繰 入 額

価 格 変 動 準 備 金

営 業 費 及 び 一 般 管 理 費

そ の 他 経 常 費 用

支 払 利 息

貸 倒 引 当 金 繰 入 額

そ の 他 の 経 常 費 用

経 常 利 益

そ の 他 保 険 引 受 費 用

資 産 運 用 費 用

有 価 証 券 売 却 損

そ の 他 経 常 収 益

経 常 費 用

保 険 引 受 費 用

正 味 支 払 保 険 金

損 害 調 査 費

諸 手 数 料 及 び 集 金 費

支 払 備 金 繰 入 額

積 立 保 険 料 等 運 用 益 振 替

利 息 及 び 配 当 金 収 入

有 価 証 券 売 却 益

そ の 他 運 用 収 益

資 産 運 用 収 益

科　　　　　　　　目　

経 常 収 益

保 険 引 受 収 益

正 味 収 入 保 険 料

積 立 保 険 料 等 運 用 益

責 任 準 備 金 等 戻 入 額

為 替 差 益

Chubb損害保険株式会社



から
まで

（単位：百万円）

資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計
その他有価証券
評価差額金

退職給付に係る
調整累計額

その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 5,000 1,250 5,877 12,127 422 109 531 12,659

剰余金の配当 △ 2,550 △ 2,550 △ 2,550

親会社株主に帰属する当期
純利益

3,181 3,181 3,181

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

187 △ 38 148 148

631 631 187 △ 38 148 780

5,000 1,250 6,509 12,759 610 70 680 13,439

純資産合計

当期変動額

当期変動額合計

当期末残高

2023年度
2023年4月1日

連結株主資本等変動計算書
2024年3月31日

株主資本 その他の包括利益累計額

Chubb損害保険株式会社



連結注記表

連結計算書類作成のための基本となる重要な事項

1 連結の範囲に関する事項

(1) 連結子会社

Chubb少額短期保険株式会社

2 会計方針に関する事項

(1) 有価証券の評価基準および評価方法は次のとおりであります。

① その他有価証券（市場価格のない株式等を除く）の評価は、時価法により行っております。

なお、評価差額は全部純資産直入法により処理し、また売却原価の算定は移動平均法に基づいております。

② その他有価証券のうち市場価格のない株式等の評価は、移動平均法に基づく原価法により行っております。

(2) 減価償却資産の減価償却の方法は次のとおりであります。

① 有形固定資産（リース資産を除く）

当社および連結子会社の保有する有形固定資産の減価償却の方法は定率法により行っております。ただし、2016年4月1日以降

取得した建物付属設備および構築物（建物を除く）については定額法により行っております。

② 無形固定資産（リース資産を除く）

当社および連結子会社の保有する自社利用のソフトウェアの減価償却の方法は、利用可能期間に基づく定額法により行ってお

ります。

③ リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る「有形固定資産」および「無形固定資産」中のリース資産の減価償却はリース

期間を耐用年数とした定額法によっております。残存価額についてはリース契約上に残価保証があるものは当該残価保証額と

し、それ以外のものは零としております。

(3) 外貨建の資産および負債の本邦通貨への換算は、外貨建取引等会計処理基準に準拠して行っております。

(4) 貸倒引当金は、当社および連結子会社の定める資産査定および償却・引当基準に則り、個別資産毎に回収可能性又は価値の毀損状

態を査定し、回収可能性に重大な懸念があると判断した金額又は重大な価値の毀損が生じていると判断した金額を計上しておりま

す。破産、特別清算、手形交換所における取引停止処分等、法的・形式的に経営破綻の事実が発生している債務者に対する債権お

よび実質的に経営破綻に陥っている債務者に対する債権については、債権額から担保の処分可能見込額および保証による回収が可

能と認められる額等を控除し、その残額を引き当てております。今後、経営破綻に陥る可能性が大きいと認められる債務者に対す

る債権については、債権額から担保の処分可能見込額および保証による回収が可能と認められる額を控除し、その残額のうち、債

務者の支払能力を総合的に判断して必要と認められる額を引き当てております。また、上記以外の債権については過去の一定期間

における貸倒実績等から算出した貸倒実績率を債権額に乗じた額を計上しております。全ての債権は、資産査定および償却・引当

規程に基づき、管轄部署が資産査定および償却・引当を実施し、当該部署から独立した監査部等が査定結果および償却・引当状況

を監査しております。

(5) 退職給付に係る負債は従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務の見込額に基づき計上しておりま

す。過去勤務費用はその発生時の従業員の平均残存勤務期間による定額法により費用処理しております。数理計算上の差異はその

発生時の従業員の平均残存勤務期間による定額法により翌期から費用処理しております。

未認識数理計算上の差異および未認識過去勤務費用については、税効果を調整の上、純資産の部におけるその他の包括利益累計額

の退職給付に係る調整累計額に計上しております。

(6) 役員退職慰労引当金は役員の退職慰労金の支給に備えるため、当社内規に基づく当連結会計年度末の要支給見積額を計上しており

ます。

(7) 賞与引当金は、従業員および役員の賞与に充てるため、支給見込額を基準に計上しております。

(8) 価格変動準備金は株式等の価格変動による損失に備えるため、保険業法第115条の規定に基づき計上しております。

(9) 消費税等の会計処理は税抜方式によっております。ただし、損害調査費、営業費及び一般管理費等の費用は税込方式によっており

ます。なお、資産に係る控除対象外消費税等は仮払金に計上し、5年間で均等償却を行っております。

3 連結子会社の資産および負債の評価に関する事項

全面時価評価法を採用しております。
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連結貸借対照表関連

1 有形固定資産の減価償却累計額は 1,267百万円であります。

2 賞与引当金には役員分43百万円が含まれております。

3 １株当たりの純資産額は82,450円93銭であります。

算定上の基礎である純資産の部の合計額は13,439百万円、普通株式に係る期末の純資産額は13,439百万円、1株当たり純資産額の算定に用

いられた期末の普通株式数は163千株であります。なお、純資産の部の合計額から控除する金額はありません。

4 支払備金は、当期末において支払義務が発生したもの、または、まだ支払事由の発生の報告を受けていないものの支払事由が既に発生し

たと認められるもののうち、それぞれ保険金等（保険金、返戻金およびその他の給付金）の支出として計上していないものについて、保

険業法第117条、同施行規則第72条および第73条に基づき計上しております。

支払備金は、既発生既報告の支払備金（保険契約に基づいて支払義務が発生した保険金等のうち、まだ支払っていない金額。以下、普通

支払備金）と、既発生未報告の支払備金（まだ支払事由の発生の報告を受けていないが保険契約に規定する支払事由が既に発生したと認

められる保険金等。以下、IBNR備金）から構成されます。

なお、再保険契約に基づき、再保険者から回収可能と認められる金額は支払備金より控除しております。

5 財政状態又は経営成績に対して重大な影響を与え得る会計上の見積りを含む項目は支払備金であります。

(1)  当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

（単位：百万円）

支払備金 7,037

　普通支払備金 5,091

　IBNR備金 1,946
(2) 会計上の見積りの内容について連結計算書類利用者の理解に資するその他の情報

① 算出方法

普通支払備金に関しては、支払義務が発生した保険契約に関して、期末日時点で利用可能な情報に基づき、損害査定等の方法により将来

の支払額を見積り計上しています。IBNR備金に関しては、支払義務が発生したと認められるが、未報告の保険契約について、その最終損

害額を主に統計的見積法により算出し、将来の支払額を見積り計上しています。

② 主要な仮定

普通支払備金は、保険契約の補償内容と損害査定の結果をもとに将来の支払額を見積っています。損害査定においては、過去の支払実績

の傾向や、法改正や過去の裁判例、経済環境および社会情勢の変化に伴う医療費用、車両や家財の修繕コスト、人件費の変化等が影響を

及ぼす可能性も考慮しています。IBNR備金は、予想損害率、保険金等進展率等の主要な仮定を使用して、将来の支払額を見積り計上して

います。

③ 翌連結会計年度の連結計算書類に与える影響

各事象の将来における状況変化等により保険金等の支払額や支払備金の計上額が当初の見積額から変動する可能性があります。特に、賠

償責任保険等の保険種目は、事故発生から保険金支払までの期間が長期間にわたり、期末日時点においては利用可能でない情報も多いこ

とから、不確実性の程度が高くなります。

一方、車両保険や家財保険等の保険種目は保険事由の発生から保険金等の支払までの期間が比較的短いこと等から、不確実性の程度は低

くなります。

6 責任準備金は、当連結会計年度末時点において保険契約上の責任が開始している契約について、保険契約に基づく将来における債務の履

行に備えるため、保険業法第116条第1項および保険業法施行規則第70条に基づき、保険料および責任準備金の算出方法書（保険業法第4

条第2項第4号）に記載された方法に従って計算し、積み立てております。

責任準備金のうち、普通責任準備金については、保険業法第116条第1項および保険業法施行規則第70条第1項第1号に基づき積み立ててお

ります。

責任準備金のうち、異常危険準備金については、保険業法第116条第1項および保険業法施行規則第70条第1項第2号に基づき、異常災害に

よる損害のてん補に充てるため、将来発生が見込まれる危険に備えて積み立てております。

なお、保険業法施行規則第71条に基づき、再保険を付した部分に相当する責任準備金については積み立てておりません。
7 市場価額のない株式については、取得原価をもって貸借対照表価額としております。
8 金額は記載単位未満を切り捨てて表示しております。

連結損益計算書関連

1 正味収入保険料は、収入保険料から支払再保険料を控除して算定しております。

収入保険料のうち、元受保険料については主として決算締め切り日までに入金報告書および申込書その他保険料計上に必要な書類が到着

し、かつ保険始期月が到来している契約について保険料を計上しており、受再保険料については、再保険契約に基づき、主として勘定書

その他再保険料計上に必要な書類が到着し、かつ再保険始期月が到来している契約について保険料を計上しております。

支払再保険料については、再保険契約に基づき、再保険者に対して出再したと認められる保険料を計上しております。

正味支払保険金は、支払保険金から回収再保険金を控除して算定しております。

支払保険金のうち、元受保険金については、主として、保険約款に基づく支払事由が発生し、期末日までに損害てん補金等として支払っ

た金額を計上しており、受再保険金については、再保険契約に基づき、主として勘定書が到来した時点で保険金を計上しております。

回収再保険金については、再保険契約に基づき、再保険者から回収できると認められる保険金を計上しております。

2 １株当たりの親会社株主に帰属する当期純利益は19,521円27銭であります。

算定上の基礎である親会社株主に帰属する当期純利益は3,181百万円、普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益は3,181百万円、

普通株式の期中平均株式数は163千株であります。

3 金額は記載単位未満を切り捨てて表示しております。
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連結株主資本等変動計算書関連

1 発行済株式の種類および総数並びに自己株式の種類および株式数に関する事項

発行済株式 普通株式 合計
当連結会計年度首株式数（千株） 163               163               
当連結会計年度増加株式数（千株） -                 -                 
当連結会計年度減少株式数（千株） -                 -                 
当連結会計年度末株式数（千株） 163               163               

自己株式については、該当事項はありません。

2 新株予約権および自己新株予約権に関する事項
該当事項はありません。

3 配当に関する事項
(1)　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配当額
（円） 基準日 効力発生日

2023年6月27日
株主総会 普通株式 2,550 15,644.17 2023年3月31日 2023年6月28日

(2)　基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配当額
（円） 基準日 効力発生日

2024年6月28日
株主総会 普通株式 2,500 15,337.42 2024年3月31日 2024年6月29日

4 金額は記載単位未満を切り捨てて表示しております。

金融商品関連

1 金融商品の状況に関する事項
(1) 金融商品に対する取組方針

当社は損害保険事業を行っており保険料として収受した資金等の運用を行っております。
資産内容の安全性・流動性に留意しつつ、中長期的に安全かつ効率的な運用収益を確保することを目的としております。

(2) 金融商品の内容およびそのリスク
当社が保有する金融資産は主に公社債、株式、外国証券を含む有価証券です。
資産運用に関するリスクは金利、株価、為替等の変動による市場リスク、有価証券の発行体の信用リスク、巨大災害の発生、市場
の混乱等により著しく低い価格での資産売却を余儀なくされることにより損失を被る流動性リスクがあります。

(3) 金融商品に係わるリスク管理体制
資産運用リスクの管理にあたっては、資産運用リスク管理規程に従い、以下のモニタリングをリスク管理委員会資産運用リスク部
会で実施し、四半期ごとにリスク管理委員会ならびに取締役会へ報告しております。
① 市場リスクについては含み損益、損益分岐点、金利感応度の状況をモニタリングしております。またVaRによるリスク量の管

理を行っております。
② 信用リスクについては同一与信先ならびに格付別の与信限度額の管理を行っております。
③ 流動性リスクについては災害時を想定した場合の想定資金化期間の状況をモニタリングしております。
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2 金融商品の時価等および時価のレベルごとの内訳等に関する事項
2024年3月31日における連結貸借対照表計上額、時価およびレベル別の時価については次のとおりです。

　なお、市場価格のない株式等は、企業会計基準適用指針第19号に従い、取得原価をもって貸借対照表価額とし、
レベル別表示の中に含めておりません。（（注２）参照）
　金融商品の時価は、時価の算定に用いたインプットの観察可能性および重要性に応じて、以下の3つのレベルに分類しております。
　 レベル１の時価：同一の資産または負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算定した時価

レベル２の時価：レベル１のインプット以外の直接または間接的に観察可能なインプットを用いて算定した時価
レベル３の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価

　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属するレベルの内、
時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

(1) 時価で連結貸借対照表に計上している金融商品
現金は注記を省略しており、預貯金及び外国再保険借は主に短期間で決済されることから、時価は帳簿価額に近似していると

考えられるため、注記を省略しております。
　連結計算書類に記載のある有価証券 （単位：百万円）

区　　　　分 レベル１ レベル２ レベル３ 合計
地　方　債 -                 6,400             -                 6,400
社　債 -                 29,009            -                 29,009
　公　社　公　団　債 -                 12,314            -                 12,314
　事　業　債 -                 16,695            -                 16,695
株　　　　式 1,256             -                 -                 1,256
外　国　証　券 -                 2,594             -                 2,594
　そ　の　他 -                 2,594             -                 2,594
計 1,256             38,003            -                 39,260

(2) 時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品
該当ありません。

（注1）　時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明
有価証券

活発な市場における無調整の相場価格を利用できるものはレベル１の時価に分類しており、主に上場株式がこれに含まれます。
公表された相場価格を用いていたとしても市場が活発でない場合にはレベル２の時価に分類しており、主に地方債、社債がこれ
に含まれます。

（注2）　市場価格のない株式等は非上場株式91百万円であり、これらは含まれておりません。
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